
研修の開催報告 

今年度、研修を受講されたほとんどの方が、本研修は「今後の業務に役
立つ」、「障害当事者の参加が効果的だった」と回答しています！ 

平成27年度（9月現在）は、 

  72名が研修を受講しました！ 

 【受講者の皆さまのご意見】 
 

 ●障害者と実際に接する機会があまりなく多様性に気付けなかったが、実際に個
性豊かな皆様と世間話まですることができ、とにかく苦手意識を持たずに話し
かけていくことが大切だと実感した。（東京・鉄道事業者） 

 ● これまで疑似体験や机上の研修しかしてこなかったが、障害者ご本人を交え
研修できたことと、本音が聞けたことがとても有意義だった。（東京・バス事業者） 

 ● 実習も数多くあり、たくさんの事を学ぶことが出来た。接遇方法をはじめ、今後
の業務で活かしていきたい。（関西・バス事業者） 
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 【お問合せ】 公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団 バリアフリー推進部 松原・澤田 
        ≪TEL≫ 03-3221-6673  ≪FAX≫ 03-3221-6674  ≪ﾒｰﾙ≫ best-sapomane@ecomo.or.jp 
     ≪HP≫http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/best/best_top.html 

基本編 
  7/17-18 首都圏バス① [16名] 
10/27-28 首都圏鉄道 [10名] 
11/26-27 首都圏バス② [26名] 
10/30-31 関西① [16名] 
  2/4-5    関西② [13名] 
11/18-19 神戸市交通局 [25名] 
------------------------------------------ 

1日版 
10/2９ 北陸信越 [41名] 
11/27 北海道 [24名] 
 
 

●「サポマネ※通信」とは、サポマネ研修事務局からの情報発信として、バリアフリーに関する最新の動向や、 
 日常業務に役立つ接遇・介助に関する演習問題を定期的にお届けするものです。 
  ※「サポマネ」とは、今年度よりBEST研修の修了者に対して認定する「交通サポートマネージャー」の略称です。 

平成27年度 現時点の開催実績 

開 催 地 受講人数 

東京会場（2015.7.13-14） 46名 

関西会場（2015.6.30-7.1） 26名 

（交通サポートマネージャー） 発行：(公財) 交通エコロジー・モビリティ財団 

今後の開催予定： 東京会場  2015.10.26(月)､27(火)、  関西会場  2015.10～11月頃  
※詳しくは、サポマネ研修のＨＰをご確認ください。⇒http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/best/best_top.html 

【受講者へのアンケート結果】 

◆研修の役立ち度 ◆障害当事者参加の効果 

大変役立つ！ 
（72％） 

やや役立つ 
(27%) 

当事者参加は 
効果的！ 
（83％） 

やや効果的 
(16%) 無回答 

(1%) 

あまり 
効果的でない 

(1%) 

ユニバーサルマナー 公共交通プログラム 
主催 日本ユニバーサルマナー協会 

交通サポートマネージャーの姉妹プログラム 

 【プログラム内容】  
 ●ユニバーサルマナーの基礎講義  ●実技講習（車いす、高齢者） 
 ●ユニバーサルマナーの実践講義  ● 演習問題  ●グループワーク 
 ※詳しくは、http://www.universal-manners.jp/transport/のホームページをご確認ください。 

合計５時間 
2015.9.2(水) 東京  
会場：関東 IT ソフトウェア健保会館 1F 

 意見募集期間 ：平成27年8月10日(月)～ 9月11日(金) 

バリアフリーに関する最新の動向② ～国交省にて、障害者差別解消法に関する意見募集中～ 

国土交通省では、平成28年4月からの『障害者差別解消法』の施行に向け、「差別の解消の推進に関する

基本方針」に基づき、業界向けの対応指針、及び職員向けの対応要領の作成を進めており、その内容に

ついて意見募集を実施しています。 

※意見の応募方法や意見募集の結果等は、“国土交通省”“障害者差別解消法”で検索してください。 

か 

京王電鉄バスグループでは、本研修を職員教育の一環と位置付け、毎回多数、受講頂いております。 
ご自身も本研修を修了され、現在では参加者の調整や、研修後の当事者と連携した取組みを進められています。 

京王電鉄バスグループにおける本研修の位置づけ、評判は？ 

 京王電鉄バスグループは車両数約850両、乗務員は約1,800名が在籍

し、 東京２３区西部～多摩地区を運行するバス事業者です。交通サポー

トマネージャーの受講は平成22年以降、乗務員・運行管理者を毎年受講

させていただいており、現在までに43名が受講しています。 

 私自身も現在の部署に異動した際に受講しましたが、当事者の方々が講

師を務めておられ、正直に言えば日頃のお叱りをいただくのではないかと

思っていました。ところが、いざ講習を受けてみると、講師も受講者もみ

な前向きで、お互いの立場でわからなかったことが研修を通じて理解でき

るようになりました。他の受講した社員からも同様の感想をもらっていま

す。ここ数年は受講者を人選する際に、営業所からも積極的に受講したい

と声が上がるようになり、毎回5～10名程度を受講させています。 

 何より大切なことはお客様としっかりと「コミュニケーションを取る」

ことだと痛感しました。そのことは社内で展開する教育等にも生かしてい

ます。 

今年度の新車 

バリアフリーの取り組みについての課題 

 先般、当事者講師のご厚意で電動車いすを譲り受けることができました。

社内教育で活用させていただいており、大変ありがたく思っております。 

 バリアフリー教育にますます力を入れていかなくてはならない一方で、

乗務員に対する教育は、交通事故の防止という大きな永遠のテーマがあり、

昨今のバス乗務員の不足傾向のなかで、乗務員自身の健康管理なども社会

的な要請が大きくなりつつあります。それらに加え接遇教育、バリアフ

リー教育とバランスよく教育を行わなくてはならないことに苦慮している

のが現状です。受講者が交通サポートマネージャーで学んだことをどのよ

うに社内で広めていくかが引き続きの課題です。 

受講者の声 

平成27年度も、東京・関西において「サポマネ研修」を開催します。 
  ※詳しくは、サポマネ研修のHPをご確認ください。 ⇒ http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/best/best_top.html 

グループディスカッション 

京王電鉄バスグループ 安全技術部 安全推進・サービス向上担当  柏木 洋祐さん 

今年度車両より導入した 
『リトラクター式固定ベルト※』 

※リトラクター式固定ベルト 
 自動で固定ベルトを巻きとり、
ロックされるため、簡単かつスムーズ
な車いす固定が可能となります。 

実技演習（視覚障害） 

レイアウト② 
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（交通サポートマネージャー） 

●今後も、研修を修了された皆さま、これから受講を検討されている皆さまに向けた情報発信として、『サポマネ
通信』を発行していきます。今後取り上げてほしい情報、ご意見・ご感想をお寄せください。  

（次号は、2016年5月頃を予定しております） 
●サポマネ研修に関するご質問等がありましたら、是非、お気軽にサポマネ事務局までお問合せください。 

サポマネ 
事務局 

より 

◇研修内容や実際の業務経験を思い出しながら、 
以下の空欄を埋めてみましょう。 

⇒詳しくは、研修テキストの 
 「5.2.7 介助方法の基本～精神障害のあるお客さま～」をご覧ください！ 

【回答】A：薬、Ｂ：ストレス、Ｃ：緊張、Ｄ：怖く、Ｅ：心のゆとり、Ｆ：救護室 

練習問題 ～精神障害のあるお客さまへの対応～ 

 精神障害の症状については、 病気の種類、 （ Ａ ）の服用状況によって表れ
方が異なります。 （ Ｂ ）に弱く、疲れやすく、頭痛のある方、幻聴・幻覚の表れる
方もいます。 
 ひとり旅をするときや、新しいことを経験する時は、非常に（ Ｃ ）し、不安を感じ
やすい傾向にあります。ごく一部に、「不注意」「多動性」「衝動性」の行動特徴があ
り、車内で座席にずっと座っていることができない方もいます。以前に、駅係員や乗務
員に不快な応対をされたことにより、公共交通の利用が（ Ｄ ）なる方もいます。 
 同じ質問を繰り返されても、いやな顔をせず、ゆっくり、やさしく、 （ Ｅ ）を持って
お客様の要件を聞く姿勢が大切です。 
 苦しそうにしているお客様を見かけた時は、近くにあるいすに座らせて休ませたり、必
要に応じて（ Ｆ ）等で休ませたりします。 

ユニバーサルマナー  
公共交通プログラム 

主催 日本ユニバーサルマナー協会 

交通サポートマネージャーの姉妹プログラム 

 【プログラム内容】  

 ●ユニバーサルマナーの基礎講義   

 ●実技講習（車いす、高齢者） 
 ●ユニバーサルマナーの実践講義   
 ● 演習問題   
 ●グループワーク 
 
※詳しくは、 
 http://www.universal-manners.jp/transport/ 

のホームページをご確認ください。 

合計５時間 

2015.9.2(水) 東京  
会場：関東 IT ソフトウェア健保会館 1F 

か 

講師コラム 

 サポマネ研修（旧ＢＥＳＴの鉄道バス事業者の職員研修）に関わる中で、

多くのことを学ばせていただいています。 

 私には機能障害があり、車いすを利用していますので、研修の中では、日

常に出合う障害についてもお伝えしています。例えば、「私が同行者と電車

の改札やバスの運転手さんに目的地など伝えても、私を飛び越えて同行者に

話しかけられることがありますが、移動している主体は私ですので、私に話

しかけてください」と言うと、研修に参加されているみなさんから「そんな

つもりではなかったけれど、そんな視点は無かった。初めて気が付きまし

た」と言われたりします。私にとっては当たり前だと思っていることが、相

手にとっては当たり前ではないことがあるのだということを発見しました。 

【講師】 鈴木千春さん（自立生活センター・あるる） 

↑講師としてご活躍いただいています！ 

 この研修には、できるだけ多くの機能障害当事者に講師となっていただ

けるようにしていますが、それは、コミュニケーションをとる、本人に聞

くということが重要だと考えているからです。機能障害当事者との対話か

ら学んでいただけることが多くあるからです。 

 この研修では、講義や疑似体験、グループワークを通じて、他事業者の

状況や努力されている点などを聞き合うことや、機能障害における障害と

は何なのか？事業者の中にある障害とは何なのか？何ができるのか？を一

緒に考えて、実際の接遇に活かすヒントとして持ち帰っていただき、改善

や実行へとつなげていただくことが目的だと感じています。  

 ぜひ、一緒に考えていきませんか？ 

ユニバーサルマナー  
公共交通プログラム 

主催 日本ユニバーサルマナー協会 

交通サポートマネージャーの 
姉妹プログラム 

 【プログラム内容】  

 ●ユニバーサルマナーの基礎講義   

 ●実技講習（車いす、高齢者） 
 ●ユニバーサルマナーの実践講義   
 ● 演習問題   
 ●グループワーク 
 

 ※詳細はwebサイトへ！ 
“ユニバーサルマナー 交通”で検索 

合計５時間 

発行：(公財) 交通エコロジー・モビリティ財団 

◇研修内容や実際の業務経験を思い出しながら、以下の空欄を埋めてみましょう。 

 ⇒詳しくは、研修テキストの「5.2-3 介助方法の基本～視覚障害のあるお客さま」をご覧ください！ 

【回答】A：音声、B：転落、C：全盲、D：ロービジョン（弱視）、E：欠損、F：ニーズ、Ｇ：状況 

練習問題 ～視覚障害のあるお客さまへの対応～ 

 視覚障害には様々な種類や程度の違いがあります。視覚障害の方というと、まったく見えない

（ C ）の方を想像しがちですが、 （ D ）といって、光を感じたり物の輪郭等を判断できたり、

矯正すれは黄色の視覚障害者誘導ブロックを目印に外出できる方たちもいます。また、視野の一

部に（ E ）があり、周囲の情報を十分に視覚的に捉えることができない障害もあります。 

 「1人で歩いているから切符も買えるはずだ」とか、逆に「視力に障害があるから一部始終介助し

なければならない」という断定は禁物です。お客さまの（ F ）、（ G ）に応じて必要な介助を

提供するように心がけます。 

 視覚障害のあるお客さまには、主として（ Ａ ）による情報案内が必要になります。たとえば、経路の案内、施設内の

案内等です。また、狭い通路、ホーム等での適切な誘導による安全確保等、移動の安全に関する介助も重要です。単

独歩行をしている視覚障害のある方のうち、ホームからの（ B ）経験のある方は6割とも7割ともいわれています。 

 なぜ、そんなことになってしまうのか。それは、対話の不足によるものでもあると思います。また、「同行

者から話しかけてくる場合もあるが、どう接遇するのが正しいのか？」と正しい答えを求められることもあり

ます。その状況に私は立ち会っていないので、その時の正しい接遇をお答えすることはできません。そこで大

事なのは、移動する主体が誰なのかを、聞き手がきちんと理解して、接遇にあたる姿勢を持っていけるかどう

かであると考えます。そう、機能障害を持つ人が移動の主体であるということを認識しているかどうかです。 

レイアウト② 
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